様式第５号（第５条関係）
備蓄計画

　　　　　年　　月　　日現在
	№
	物品名
	目標数
	整備予定年度
	備考

	
	
	
	年度
	年度
	年度
	

	1
	飲料水(500mℓ)
	
	
	
	
	消費期限　年

	2
	備蓄食料
(ｱﾙﾌｧ米、ﾚﾄﾙﾄ食)
	
	
	
	
	消費期限　年

	3
	毛布
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	


※　地区防災計画と整合していること。
※　備蓄品は計画的にローリングストックを行うものとする。
《参考資料》（食料品等の備蓄品の目安）
【長野県及び千曲市の備蓄目標】
千曲市内において最も被害が大きいとされている糸魚川－静岡構造線断層帯の地震による最大想定避難所避難者数では、市民(全人口)の約13.5％となっており、食料品等の備蓄は3日分として、長野県1/3、千曲市1/3、市民1/3となっている。
【区・自治会の備蓄目標】
区・自治会の世帯数の２倍（一世帯２人した場合）の10％を目標に食料品等の備蓄を整備する。（1日分を備蓄）
例）　区・自治会の世帯数が400世帯の場合
【基準：800人(400世帯×2人)×10％＝80人】

①飲料水　80人×3ℓ(1日/1人)＝240ℓ(500mℓの場合480本)

②食料　　80人×3食(1日/1人)＝240食

